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昆虫化石を用いた古環境復元
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研究の目的

　本研究では昆虫化石分析の結果をもとに、一色青海遺跡 ( 愛知県稲沢市 ) における弥生時代中期の
古環境について述べる。一色青海遺跡で弥生時代中期後葉の河道 400NR、大溝 200SD・600SD から
試料を採取し、昆虫化石分析を行った。200SD から得られた合計 135 点の昆虫化石群集には、ヒメ
コガネAnomala rufocuprea  やコガネムシMimela splendens など、食葉性のコガネムシ群を中心と
した食植性昆虫が多く認められた。この結果から、一色青海遺跡とその周辺に広葉樹を中心とした木
本類や、マメ科植物・ブドウなどの果樹からなる植生が広がっていたと推定できる。また、200SD か
ら見つかったコガネムシの AMS14C 年代測定を行ったところ、162calBC-2calAD の値を示した。

　愛知県埋蔵文化財センターの自然科学分析室
では、遺跡とその周辺の古環境を復元すること
目的に、当センターが発掘調査を行った遺跡
を対象として 1990 年代から自然科学的手法に
よる研究を積極的に行ってきた（鬼頭 2009 ほ
か）。遺跡における昆虫化石（遺体ともいう）
の分析もその一環として継続的に行われてお
り、先史～歴史時代に至る愛知県の古環境変遷
の研究に大きな成果をあげている（森 1996）。
　遺跡における昆虫化石の研究は 1979 年に日
浦（日浦 1979）によって本格的に開始された。
昆虫の生息場所は実に様々であり、池沼や河川
などの水中や水面に棲むもの、林床や獣の糞・
屍体などの地表面に棲むもの、森林や草原など
の植物上に棲むものなど多岐にわたっている。
食性についても、食植性から、食肉性・食糞
性・食屍性・食菌性・雑食性など非常に多種多
様である。よって遺跡から昆虫の化石が見つか
れば、それらの生態学的な特徴に基づいて遺跡
の古環境を非常に詳細なレベルで復元すること
が可能である。　
　弥生時代の集落遺跡については、人為的な活
動によって高度に汚染された環境下にあったこ
とが明らかになっている（森 1992 ほか）。ま
た近年では、新たに追加された研究結果から、
弥生集落の廃棄形態についての提言も行うな
ど、弥生時代の居住環境を詳細に解明するため

の新たな試みも行ってきた（奥野・森 2009）（奥
野 2010）。そこで今回の研究では、濃尾平野
南西部の拠点的な遺跡だと考えられている一色
青海遺跡を対象として、昆虫化石分析および昆
虫化石の AMS14C 年代測定を行う。その結果得
られた一色青海遺跡とその周辺の古環境につい
て報告する。

分析試料および分析方法

（1）調査地点の概要
　一色青海遺跡（愛知県稲沢市）は愛知県西部、
濃尾平野の南西に位置し（図 1）、木曽川の旧
河道である三宅川と日光川に挟まれた沖積微高
地上に立地する。1991 年から愛知県埋蔵文化
財センターによって行われた発掘調査の結果、
一色青海遺跡の所属時期は弥生時代と鎌倉～江
戸時代の２時期であることが解明されている

（愛知県埋蔵文化財センター 1998）。弥生時代
の遺構については弥生中期後葉に属するもの限
られており、それ以前や以後は全く人間の居住
した形跡がないことが明らかになっている（樋

図１　一色青海遺跡の位置
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上 2010b）。一色青海遺跡は微高地上に立地し
ており、おおむね東に墓域・西に居住域が広が
る構造となっている。
　特に 2008 年度の発掘調査では、100 棟以上
の建物遺構の他に東日本最大級の掘立柱建物

（SB077）と大型竪穴建物（SB017）が見つか
っており、一色青海遺跡が弥生中期後葉の濃尾
平野南西部において核となるべき大規模な集落
であったことが指摘されている（樋上・黒坂 
2008）。2010 年度に新たに行われた発掘調査
では、居住地の北側に竪穴住居が密集している
ことが確認され、居住域の北側には、大きく蛇
行して流れる弥生中期後葉の河道 400NR と大
溝 200SD・600SD が確認されている（図 2）。
河道や溝の周辺からはカゴ類や木製品の未成品
などが見つかっており、当時の人々が河道や
溝を木製品作成の場として利用していた可能
性が指摘されている（樋上 2010b）。また、遺
構の変遷に関しては、400NR が洪水層によっ
て埋没したのち 400NR の南肩に沿う様に大溝
600SD が掘削され、さらに 600SD が洪水層で
埋没した後、200SD が掘削されたと考えられ
ている（樋上 2010a）。

（2）試料採取地点

　今回、分析試料を採取したのは弥生時代中期
後葉の河道 400NR と大溝 200SD・600SD であ
る（図 2）。分析試料は、この 400NR・200SD・
600SD がかかるセクション部分から柱状に採取
した（試料 1:400NR、 試料 2:200SD 下層、試
料３:200SD 上 層、試 料４：600SD）。試 料 の
湿潤重量は試料 1 が約 45.0kg、試料２および
3 が約 30.0kg、試料 4 が約 30.0kg、試料４が
10.1kg である。土色および土質は、試料 1 が植
物質を多く含む灰色シルト、試料 2 が炭化物を
少量含む灰褐色シルト、試料 3 が黒褐色シルト
質粘土と灰褐色シルト質粘土の斑土、試料 4 が
炭化物を少量含む砂質シルトであった。

（3）AMS14C 年代測定の対象とした試料
　今回 AMS14C 年代測定の試料として選定した
昆虫化石は、コガネムシMimela splendens の
上翅 3 点である。200SD（試料 2）から得た堆
積物のブロック割り作業によって検出された。
コガネムシは陸生の食植性昆虫で、種々の広
葉樹の葉を食害することで知られる（中根ほか 
1984）。また、コガネムシと比較する試料として、
ブドウ属 Vitis  の種子の年代測定も行った。

（4）分析方法
　今回行った分析は、昆虫化石分析および昆虫

図２　一色青海遺跡の遺構全体図（「樋上 2010」を改変して使用）



21

愛知県一色青海遺跡における昆虫化石を用いた古環境復元—●

（1）昆虫化石分析結果
　分析の結果、試料２から 123 点・試料３か
ら 12 点、合計 135 点の昆虫化石を得た（表 1）

（写真 1）。試料１および 4 からは昆虫化石を得
ることはできなかった。
　出土した昆虫化石を分類群ごとにみると科レ
ベルでは 4 科計 21 点（15.6％）、属レベルは
3 属 24 点（17.8％）、種まで同定できたものは
4 種 90 点（66.6％）であった。検出別部位で
は鞘翅（Elytron）が最も多く、つづいて頭部

（Head）、腿脛節（Legs）、前胸背板（Pronotum）
などが多く検出された。
　生息環境および生態による分類では、食植性

分析結果

化石の AMS14C 年代測定の２つである。まず、
昆虫化石分析の方法について述べる。昆虫化石
の抽出作業は、ブロック割り法および水洗浮遊
選別法（フローテション法）を用いて行った。
水浮遊選別法にあたっては、径 200mm、500
μm の篩を使用した。見つかった化石はクリ
ーニングを行った後、顕微鏡下で一点ずつ現生
の標本と比較しながら同定し、重要なものに関
しては写真撮影を行った。同定後の標本は 50
％アルコールを吹きつけた後、密閉容器に入れ
愛知県埋蔵文化財センター内に保管してある。
同定作業を行った昆虫化石はリスト化し、昆虫
化石群集を食性および生息環境別に分類して昆
虫の種類構成（出現率）を明らかにした。
　次に、昆虫化石の AMS14C 年代測定について
述べる。測定試料の前処理および AMS14C 年代
測定は、パレオ・ラボに依頼した。試料の酸
－アルカリ - 酸（AAA）処理については、塩酸

（HCl）が 1.2M、水酸化ナトリウム（NaOH）
が 0.1M、 その後の塩酸処理が 1.2M の濃度
で行われている。試料は調整後、加速器質量
分 析 計（ パ レ オ・ ラ ボ、 コ ン パ ク ト AMS：
NEC 製 1.5SDH）で測定が行われた。測定後
同位体分別効果の補正が行われ、試料の 14C
年 代 値（conventional 14C age） が 算 出 さ れ
た。14C 年代値の較正には、Oxcal04（Ramsey 
1995,2001） を 使 用 し て、Intcal04（Reimer 
et al.,2004）の較正曲線を利用した。

の水生昆虫が 1 科 1 種計 5 点（3.7％）、食肉・
雑食性の地表性歩行虫が 1 科 2 属 22 点（16.3
％）、陸生の食植性昆虫が 2 科 1 属 3 種計 108
点（80.0％）であった。なお、ここに記した昆
虫化石の点数はいずれも節片ないし破片数であ
り、生息していた昆虫の個体数を示したもので
はない。
　特徴的な種についてみると、出土した昆虫
の多くが食植性のコガネムシ科 Scarabaeidae

（Pleurosticti） に属する昆虫であった。そのう
ち多く認められたのは、マメ科植物やブドウ・
クリなどの果樹やクズ・ヤナギなどの葉を食害
するヒメコガネ Anomala rufocuprea（65 点）
やコガネムシ Mimela splendens（20 点）・サ
クラコガネ属 Anomala sp.（18 点）であった。
見つかった破片が微細なため正確なことは言え
ないが、サクラコガネ属の多くは、ヒメコガネ
かこの近似種に同定できると思われる。その他
の食植性昆虫としては、ブドウなどの葉を食
害するドウガネブイブイ Anomala cuprea  （1
点）・ハムシ科 Chrysomelidae （2 点）が見つ
かった。
　食肉・雑食性の昆虫については、オサムシ
科 Carabidae（15 点）、湿潤地表面上に多いミ
ズギワゴミムシ属 Bembidion sp.（45 点）、ヤ
マトトックリゴミムシ Lachnocrepis japonica  

（3 点）が見つかった。ヤマトトックリゴミム
シは食肉性の昆虫であり、水田や池沼など水
辺の湿地にみられる昆虫である（森 1993）。
水生の昆虫については、食植性のガムシ科 
Hydrophilidae（3 点 ）・ ガ ム シ Hydrophilus 
acuminatus（2 点）が見つかった。

（2）AMS14C 年代測定結果
　今回行った年代測定の結果、ヒメコガネ
の 14C 年代測定結果が 2055±2014CBP（PLD-
16518）、 ブ ド ウ 属 の 種 子 が 2015±2014CBP

（PLD-16519）となった（図 3）。暦年代ではそ
れ ぞ れ 162calBC-2calAD、54calBC-52calAD
に相当する。種子の方が若干新しい年代値を示
したものの、２つの測定結果はおよそ前 2 世
紀～後 1 世紀前後を示しており整合的な結果
となった。
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図３　一色青海遺跡の昆虫化石および種実の較正年代

写真 1　一色青海遺跡から得られた昆虫化石

表１　一色青海遺跡から得られた昆虫化石一覧
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（1）一色青海遺跡の居住環境について　
　まず、一色青海遺跡の居住環境について述べ
る。今回行った分析の結果、一色青海遺跡の北
部を流れる大溝 200SD から、ヒメコガネやコ
ガネムシなど食葉性のコガネムシ群を中心とし
た食植性昆虫が多く認められた。この分析結果
からは、一色青海遺跡とその周辺に広葉樹を中
心とした木本類や、マメ科植物、ブドウなどの
果樹からなる植性が広がっていたと推定でき
る。筆者は、弥生時代中期の遺跡から得られた
昆虫化石の分析結果について、各試料で優占
する昆虫化石別に結果を大きく 3 つのタイプ
に分類した（奥野 2010）。3 つのタイプとは、
A. 汚染環境の指標昆虫が優占して認められる
タイプ、B. 植生環境の指標昆虫が優占して認
められるタイプ、C. 水域環境の指標昆虫が優
占して認められるタイプである。この区分に従
うと、今回一色青海遺跡から得られた分析結
果は、B タイプにあたる。一色青海遺跡では、
1996 年度に行われた発掘調査に際しても昆虫
化石分析が行われている。当時分析が行われた
のは遺跡の西部に位置する弥生中期後葉の土坑
2 基 （96A 区 SK89・SK93）であり、試料から
は合計 346 点の昆虫化石が得られている（森
1998）。この試料からも多くのコガネムシ科の
食葉群に属する昆虫が認められており（図 4）、
今回大溝 200SD・600SD から得られた分析結
果と整合的である。
　また、1998 年と 2003 年度の発掘調査に際
して一色青海遺跡で行われた炭化種実の分析

（蔭山・渡辺 1998）（新山 2003）では、イネ
をはじめブドウ類やマメ類の種実が多く認めら

考察

れている。今回、一色青海遺跡から得られた昆
虫化石群集の中にはイネを直接食害する昆虫こ
そ認められなかったものの、ブドウ類やマメ科
植物を食害するヒメコガネが多産しており、遺
跡周辺にそれらの利用植物が存在していた可能
性が考えられる。

（2）周辺遺跡との比較
　得られた分析結果を、周辺遺跡で行われた分
析の結果と比較してみる。一色青海遺跡と同
じく濃尾平野に位置する朝日遺跡や西志賀遺
跡では、弥生時代中期に属する環濠で昆虫化
石分析が行われている（奥野・森 2009）（森 
1996）。両遺跡の環濠中から得られた昆虫化石
群集の食性・生息環境別出現率をみると、食
糞・食屍性昆虫を中心とした汚染環境の指標昆
虫が優占する結果が得られている。特に、人獣
の糞や腐敗植物に集まるコブマルエンマコガネ 
Onthophagus atripennis  や食糞性のマグソコ
ガネ Aphodius rectus、腐敗物に集まるエンマ
ムシ Merohister jekeli  などの出土が多い。こ
のように、同じ弥生時代中期の溝であっても、
一色青海遺跡の大溝 002SD と朝日・西志賀遺
跡の環濠では、異なった古環境が想定できる。
朝日・西志賀遺跡の環濠周辺は、汚物やゴミに
よって汚染された環境下にあったことが考えら
れるのに対して、一色青海遺跡の大溝周辺は植
生が広がる環境下にあったことが考えられる。
どちらも遺跡の居住域に掘削された溝中から採
取された試料であるが、分析の結果は大きく異
なる結果となっている。

（3）大溝 200SD の暦年代について
　次に、大溝 200SD の年代値に関して記載す
る。一色青海遺跡の大溝 200SD から産した昆
虫化石と種実の AMS14C 年代測定を行った結
果、 年 代 値 は 162calBC-52calAD を 示 し た。
愛知県における弥生時代の暦年代の研究は、愛
知県埋蔵文化財センターの赤塚次郎氏と国立歴
史民俗博物館年代グループを中心としたメン
バーによって 2009 年度に行われている（赤塚
　2009）（国立歴史民俗博物館研究グループ　
2009）。それによると、弥生時代中期後葉の暦
年代は前 2 世紀後半～前 1 世紀頃と示されて
いる。これと比較すると大溝 200SD から得ら
れた年代値の幅には、弥生時代中期後葉よりも

図４　一色青海遺跡 96 年調査区における昆虫化石分析結果

（「森 1998」を基に作成」）
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　一色青海遺跡から得られた昆虫化石分析か
ら、遺跡の古環境について考察を行った。弥生
時代中期後葉の大溝 200SD から得られた合計
135 点の昆虫化石群集には、ヒメコガネやコガ
ネムシなど食葉性のコガネムシ群を中心とした
食植性昆虫が多く認められた。一色青海遺跡と
その周辺に広葉樹を中心とした木本類や、マメ
科植物・ブドウなどの果樹からなる植生が広が
っていたと推定できる。また、大溝 200SD か
ら見つかったコガネムシの AMS14C 年代測定に
ついてはおよそ前 2 世紀から後 1 世紀の値を
示した。
　今回、一色青海遺跡の大溝 200SD から得ら

まとめと今後の課題
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れた昆虫化石群集が、朝日・西志賀遺跡の環濠
から得られた化石群と違った出現率を示したこ
とは、考察部分で触れた。分析結果にこのよう
な差が生じた原因としては、一色青海遺跡の大
溝と朝日・西志賀遺跡の環濠では遺構の機能が
異なっていたため、各遺構周辺に生息する昆虫
相に差が生じたことなどが可能性として考えら
れる。今後、他の遺跡での分析例を増やして詳
細に検討していく必要があるだろう。

若干新しい値も含まれている。今回、年代測定
を行った点数が少ないため確かなことはいえな
いが、大溝 200SD が掘削された時期が、遺跡
の終末期にあたる可能性もある。
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